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「であい・ふれあい・まなびあい」から
「つながりあい・ささえあい」へ
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平
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甲子塔

◆小聖の清水
　

　　　   
常蓮寺薬師堂町

だ
ち
ま

田

石
つ
し
い

津

中
ば
さ
み

か
な

挟

門
ぞ
う

ん
も

増

日
た
な
ひ

向

長
せ
が
な

瀬
柿

ば
さ
み

き
か

挟 芦
ノ
尻
の
し
り

し
あ

代い
た

至聖山
→

たらら山

●石祠
　　

★根越地区
　センター
大代保神社

　
馬頭観音◆

二十三夜塔

大黒天◆
　

卍
常
慶
寺

　

正
大
岡

神
社

大
岡
一〇
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
開
催
す
る
地
元
学
講
座

”「
で
あ
い・ふ
れ
あ
い・ま
な
び
あ
い
」か
ら「
つ
な
ぎ
あ
い・に
な
い
あ
い
」へ

を
テ
ー
マ
に
、昨
年
と
今
年
の
二
年
間
、大
岡
全
区
を
北
か
ら
順
に

巡
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、中
央・中
部・根
越・芦
ノ
尻・笹
久
の
五

地
区
を
探
訪
、地
域
を
歩
き
な
が
ら
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流

し
、
地
域
を
再
発
見
す
る
意
義
深
い
講
座
で
す
。
各
区
を
巡
り
な

が
ら
、地
元
の
方
の
説
明
や
講
師・宮
下
先
生
の
解
説
を
交
え
て
地

域
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
大
岡
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長 

中
村
哲
夫

開講式大岡支所  
⇒花尾

⇒東京電力平ダム

⇒昼食 旧文教所
跡地

⇒　　平

⇒ ビデオ紹介、ほか

　　　

 　　湧水地・おやしろ・道祖神

平大岡神社・薬師堂・大黒天石像｠

施設内見学

見学

⇒下大岡 馬頭観音、堤防

＜根越地区センター＞
根越区の方々の協力

⇒正大岡神社
★

＜根越地区センター＞
代、日向・長瀬

⇒大岡支所（解散）　

根越地区　

根越自治会地区

平い
ら

た

根
し
ご
ね

越

花
お
な
は

尾

下
お
か

お
も
し

大
岡

◆
庚申塔

筆塚◆

宝
塔
◆

　大八橋
佃

だ
み

く
つ

見

明
う
が

よ
み

河

　　　◆
石仏群
　　

●道祖神

◆
庚申塔

大代保神社 ◆算塚
　

◆湧き水
　

　　　●道祖神　

平大岡神社

◆石祠
　

◆薬師堂
　

　　　●道祖神・馬頭観音・読誦塔　

◆馬頭観音
　

　馬頭観音◆
　

◆湧き水　
水車小屋跡・

二十三夜塔
◆石仏

二十三夜塔
　馬頭観音など

　

久
ぼ

　く

保

　　

　
た
い
ら
平

舟
な
ば

　ふ

場

　

●
飯
縄

大
権
現

東京電力平ダム



ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

えっ！

盗んだ
の？

２

1
　

花
尾
集
落
を
歩
く

  

は
な　

お

根
越
沢
か
ら
の

清
流
が

田
畑
を
潤
し
な
が
ら

下
っ
て
い
く

静
か
で

美
し
い
小
宇
宙
！

参
道
の
足
下
か
ら
水
音
が…

時
を
越
え
て
滴
る

清
ら
か
な
源
流
の
里
　

◎「
花
尾
地
区
」
の
現
在
総
戸
数
は
４
軒
、
根
越

地
区
で
は
聖
山
に
も
近
い
上
方
で
芦
ノ
尻
に
通

じ
る
道
が
あ
り
ま
す
。

◎
清
流
が
湧
き
続
け
て
い
る
安
山
岩
の
石
ゴ
ウ
ロ

の
斜
面
は
根
越
沢
の
水
源
で
西
斜
面
に
田
畑
が

広
が
り
ま
す
。
石
ゴ
ウ
ロ
の
石
を
使
っ
た
石
垣（
谷

積
み
、
矢
羽
根
積
み
）
を
土
台
に
し
た
家
。

◎
湧
き
水
に
は
清
流
に
し
か
棲
ま
な
い
ク
ロ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
い
ま
す
。

根
越
沢
は
、
生
活
用
水
、
水
田
用
水
と
し
て
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
自
然
石
を
使
っ
た
石
段
を

上
っ
て
い
く
と
、
茅
葺
き
の
三
角
形
の
屋
根
囲
い

で
覆
わ
れ
た
横
に
三
峯
さ
ん
の
祠
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
祠
は
中
腹
に
あ
る
正
大
岡
神
社
の
祭
日

の
朝
早
く
に
花
尾
・
根
越
の
人
が
集
ま
っ
て
カ
ヤ

で
円
錐
形
に
毎
年
屋
根
を
葺
き
、
終
わ
る
と
下

の
湧
水
の
場
で
一
杯
や
る
風
習
が
残
っ
て
い
ま
す
。

◎
湧
き
水
の
水
場
と
な
っ
て
い
る
辺
り
に
昔
は

「
正
古
屋
社
（
古
宮
権
現
）」
や
「
長
屋
」
と
呼

ば
れ
た
家
屋
が
あ
っ
た
と
の
伝
承
も
あ
り
、
正
大

岡
神
社
に
も
永
正
十
五
年
に
花
尾
か
ら
下
沖
里

宮
へ
社
殿
を
移
し
た
と
い
う
棟
札
の
写
し
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。（
大
岡
村
誌
）

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

湧
水
横
に
露
天
の
味
噌

炊
き
窯
あ
り
、
こ
こ
で

カ
ズ
を
ふ
か
し
た
。

味
噌

炊
き
窯

隠
れ

道
祖
神

◎
三
峯
社
の
す
ぐ
下
に
花
尾
の

「
隠
れ
道
祖
神
」
双
体
像
２
基
が

あ
り
ま
す
。
今
か
ら
、
八
〇
年
前
、

１
月
７
目
の
夜
に
、「
松
屋
の
じ
っ
さ
が
半

纏
に
く
る
ん
で
「
代
」
か
ら
盗
ん
で
き
た
」

た
め
に
、
取
り
返
え
さ
れ
な
い
よ
う
に
人

目
に
付
か
な
い
山
の
中
に
隠
し
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
こ
の
「
道
祖
神
盗
み
」
と
言
わ
れ
る
風

習
は
、
夫
婦
道
祖
神
の
多
い
松
本
地
方
に

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
繁
栄
し
て
い
る
村

の
道
祖
神
を
盗
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

繁
栄
に
あ
や
か
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
も

言
わ
れ
、
道
祖
神
の
嫁
入
り
と
も
言
わ

れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、村
の
若
者
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。

その水が流れる道下にかつて水車小屋があった。
泉と川にクロサンショウオが棲む。

♪

石
ゴ
ウ
ロ
を
登
っ
て
い
く
と
明
る
い
光
の
先
に
茅
で
覆
わ
れ
た
横
に
お
社
が
み
え
て
く
る
。
入
口
に
は
イ
ラ
草
の
群
落
も
。

山
ノ
神

三
峯
信
仰

今
も
続
い
て
い
る

今
も
護
ら
れ
て
い
る

と



５

る
え
備
に
事
火

３

　

越
根

く
歩
を
落
集

  ２

し
ご

　ね

　

や
板
枚
一
大
巨
の
台
舞

る
残
が
木
版
の
だ
ふ
お

・
岩
長
・
挟
中
・
増
門
・
津
石
・
岡
大
下
、
て
つ
か
◎

で
ま
さ
神
氏
の
落
集
八
の
越
根
・
尾
花
・
見
佃

。
た
し
ま
れ
ら
け
付
格
に
社
村
ら
か
期
後
治
明

兵
し
願
祈
を
久
長
運
武
の
士
兵
征
出
は
中
時
戦

）
者
の
理
代
は
又
（
長
村
、
は
に
時
く
行
に
隊

春
の
前
戦
。
送
歓
て
出
が
人
の
勢
大
、
め
じ
は

な
と
み
休
は
校
分
越
根
は
に
日
の
祭
大
例
の
秋

。
た
し
ま
り

　り
あ
板
鬼

　り
造
流
社
間
一

　殿
本
●

　

台
舞
、
所
務
社
、
殿
本
、
殿
拝
●

　 ３
　

神
岡
大
正

社

  

帯
地
園
田
る
が
ろ
ひ

　

◎

村
一
の
」
り
通
岡
大
「
は
に
代
時
戸
江
は
越
根

大
は
で
名
り
通
の
体
全
岡
大
の
期
後
戸
江
、
で

和
・
村
口
川
（
分
区
村
の
つ
四
る
す
成
構
を
岡

の
藩
代
松
。
つ
一
の
）
村
平
宮
・
村
越
根
・
村
平

は
で
か
な
の
」
村
四
岡
大
「
称
名
の
分
区
配
支

。
た
し
ま
い
で
い
次
に
組
平
宮
は
高
石

で
場
会
の
校
学
楽
集
◎

セ
区
地
越
根
「
る
あ
も

、
で
地
跡
校
分
越
根
校

は
て
つ
か
に
庭
校
い
広

。
た
し
ま
り
あ
が
俵
土

正
大
や
石
台
土
の
関
玄

デ
エ
カ
校
の
樹
植
年
五

）
と
ご
み
が
葉
紅
（。
す

、
戸
七
六
一
は
数
戸
の
村
越
根
は
に
年
八
治
明
●

で
学
就
は
数
童
児
学
就
、
人
六
五
八
は
口
人

と
」
順
政
「
名
校
に
料
資
の
年
九
治
明
。
人
百

。
す
ま
り
あ
が
載
記

く
高
り
誇
」
校
学
順
政
「

。

４
　

神
保
代
大

社

  

は
に
上
頂
の
山

…

。

殿

　拝

殿

　本

●林道に沿った参道を登ると山頂に社殿が見えてくる。
参道が急傾斜でもあるので現在御神霊は地区センターに。

火事前の建物の
一部が残る。

●宮司旧宅で
　版木を発見！
（青木宏之氏蔵）

。
跡
足
な
重
貴
の
仰
信

殿
楽
神

舞台のなかにさらに置き舞台がある。
正面には堂 の々大岡産の一枚板。

神
祭
●

命
方
名
御
健

命
売
斗
坂
八

◎下大岡・日向・長瀬・代・柿挟・
根越の信者が三峯講をつくり、山
の上に分社を建てて、今も毎年４
月９日に例祭を行なっています。

◎本殿は石の基礎に上に木造の
祠｢御眷属拝借之牘（ふだ）｣大岡
乙八戸。三峯講は日向・長瀬・代・
根越で三峯に代参市川忠雄さんを
中心に 15 ～ 16 軒。十国峠を越
えて、1986年が最後、今は郵送。
お札を頂いてきてから祭りを行う。

◎三峯社に祀るものと個人宅に配
るおふだを頂きます。

三峯社の本殿にはいまも毎年おふだが納められている。三峯社の入口には直会でも使われる拝殿。神様の通り道と
して背面を空けてある。奥にやや小高い烽火台、そこに
「下大岡邑中」と刻んだ山の神の石祠あり。祭りは１月17日。



柔
和
で
温
か
み
の

あ
る
石
仏
の
表
情
。

如
意
宝
珠
の
形
ど
っ
た
燭
台

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

４

泉の横には今は使っていない池もあ
る。犀川の水音がすぐ聞こえ、夏
は涼やかな川風が吹き上げてくる。

分
け
合
う
共
同
水

犀
川
に
沿
っ
た

の
び
や
か
な
平
地

◎「
平
」
地
区
は
犀
川
の
蛇
行

点
に
あ
る
半
島
状
の
上
の
平
地

広
い
平
地
で
柿
、果
樹
（
リ
ン
ゴ
）

養
蜂
な
ど
の
田
園
風
景
が
広
が

り
ま
す
。
田
ん
ぼ
は
平
ら
ダ
ム

か
ら
揚
水
し
て
い
ま
す
。「
岡
床

（
お
か
ど
こ
）」
の
た
め
、
畑
作

で
麦
・
豆
な
ど
が
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
昭
和
二
十
四
年
の
揚

水
ポ
ン
プ
で
水
田
が
開
田
さ
れ

開
田
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

◎
公
民
館
横
に
砂
岩
製
の
大
き

な
大
黒
天
像
あ
り
「
明
治
二
十

一
年
子
年
」「
平
中
」
と
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。

５　
平
集
落
を
歩
く

  

　

た
い
ら

地区の出入り口の道沿いにある
道祖神などの石仏群。

碧 と々した山影を映す水田の美しい水鏡。
この風景は戦後になっての開田による。

て
い
ま
す
。

地区の
道祖神

柔
和
で
温
か
み
の

あ
る
石
仏
の
表
情
。
情
。
情
。
情
。。

平
の
湧
き
水

◎
沢
の
無
い
平
地
区
で
す
が

古
く
か
ら
段
丘
下
部
の
岩

下
に
湧
き
水
あ
り
、
平
の

水
源
と
し
て
大
切
に
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

各
家
へ
は
天
秤
棒
で
家
に
運

び
水
甕
に
入
れ
ま
し
た
。

地
区
で
は
「
土
曜
風
呂
」

と
いっ
て
土
曜
日
に
風
呂
を

わ
か
し
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

泉
の
横
に
は
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
カ
ズ
（
楮・こ
う
ぞ
）

を
浸
す
池
、
周
辺
に
は
シュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
の
群
生
な
ど
、

彩
り
豊
か
な
水
辺
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
師
堂

如
意
輪
観
音

　
石
仏

大
黒
天
石
仏

扉
に
桐
の
紋
章
入
り
！

雅
び
な
厨
子
に
薬
師
如
来

◎
薬
師
堂
内
の
厨
子
に
は
薬
師
如
来
立
像
（
一

体
は
阿
弥
陀
如
来
か
？
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

◎
周
囲
に
古
い
五
輪
塔
、
宝
き
ょ
う
印
塔
（
室

町
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
承
が
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
中
興
と
記
録
さ

れ
る
天
台
修
験
寺
院
が
後
に
熊
野
社
と
さ
れ
、

寺
社
境
内
一
帯
が
平
大
岡
神
社
と
な
っ
た
可
能

性
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

７
平
大
岡
神
社
境
内



火
事
に
備
え
る

５

赤
い
鳥
居
の
奥
に

鎮
座
す
る
産
土
社

◎
元
は
茅
葺
き
屋
根
、
昭
和
四
十
六
年
に
屋
根
修

復
、
天
井
に
古
い
社
殿
あ
り
ま
す
。
熊
野
社
を
碓

氷
峠
の
熊
野
皇
大
神
宮
よ
り
勧
請
し
て
き
た
と
伝

承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
こ
の
神
様
は
朝
寝
が
好

き
な
た
め
、
こ
こ
で
は
鶏
を
飼
わ
な
い
」
と
い
っ

た
伝
承
も
あ
り
ま
す
。
境
内
の
舞
台
で
は
村
芝
居

が
あ
っ
た
頃
も
あ
り
ま
し
た
。

◎
境
内
に
は
、
天
神
社
石
祠
、
庚
申
塔
（
元
禄
七

年
一
六
九
四)

、（
安
永
二
）、
二
十
三
夜
塔
が
あ
る
。

◎
周
囲
の
畑
の
中
に
は
大
き
な
礫
岩
（
地
元
で
は

豆
石
と
い
う
）
の
岩
塊
が
あ
り
、
岩
の
上
に
馬
頭

観
音
（
明
治
二
十
年
）
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

う
ぶ
す
な
し
ゃ

赤い鳥居と大きな常夜灯
常夜灯には文化十三年（一八一六）と彫られている。
深紅の鳥居は熊野社の名残りかもしれない。

 

庚
申
塔

二
十
三
夜
塔
。

 
交
差
点

　
二
十
三
夜
塔

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

　
平
大
岡
神
社

  

ひ
ら 

お
お
か
じ
ん
じ
ゃ

６

本
　
殿

天井中央の梁には建立の書き付
けが墨書きされている。

二
十
三
夜
塔
っ
て
何
？

ど
う
し
て
二
十
三
な
の
？

月
齢
二
十
三
の
月
が
重
要
！

◎
二
十
三
夜
塔
（
月
待
塔
）
は
、き
ま
っ
た
「
月
齢
」

の
夜
に
、
信
心
し
て
い
る
仲
間
が
集
っ
て
お
経
を
唱

え
て
月
の
出
る
の
を
祈
る
行
事
を
「
月
待
」
と
い
い
、

そ
の
講
中
（
信
仰
仲
間
）
が
証
（
あ
か
し
）
と
し
て

建
て
た
の
が
い
ま
も
あ
る
二
十
三
夜
塔（
月
待
塔
）で
、

江
戸
時
代
中
期
広
く
行
わ
れ
た
民
間
信
仰
の
ひ
と

つ
で
二
十
三
日
の
月
＝
新
月
よ
り
二
十
三
日
日
の
下

弦
の
半
月
に
主
と
し
て
女
性
講
が
、
安
産
を
祈
り
、

豊
穣
を
祈
っ
た
信
仰
で
も
あ
り
ま
す
。

勢
至
菩
薩
に
お
祈
り
？

◎
月
の
出
は
遅
い
二
十
三
時
こ
ろ
で
、
二
十
三
夜
の

月
の
出
を
侍
っ
て
、
勢
至
菩
薩
に
祈
り
ま
し
た
。
月

は
悟
り
の
隠
語
で
も
あ
り
ま
す
が
、
勢
至
菩
薩
は
阿

弥
陀
如
来
の
脇
侍
で
智
慧
を
司
る
仏
で
あ
る
た
め
悟

り
へ
の
介
助
役
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
智
慧

と
は
、
知
識
や
言
葉
で
は
な
い
叡
智
の
こ
と
と
さ
れ
、

悟
り
（
男
性
：
陽
）
に
と
っ
て
の
女
性
（
：
陰
）
の

役
割
が
一
体
と
な
っ
て
豊
穣
を
生
み
出
す
暗
喩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
お
楽
し
み
茶
会
が
大
事
！

◎
ム
ラ
の
女
性
が
集
ま
り
、
遅
い
月
が
出
て
く
る
ま

で
の
間
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
し
な
が
ら

月
待
ち
を
し
た
。
月
が
顔
を
出
す
と
、
子
ど
も
が

授
か
る
よ
う
に
、
子
育
て
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
、

子
ど
も
が
元
気
で
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
月
を
拝
み
、

折
り
、
お
願
い
し
、
月
の
光
を
浴
び
て
パ
ワ
ー
、
元

気
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
無
事
育
つ
こ
と
で
、
子
孫
、

ム
ラ
の
繁
栄
を
意
味
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、庚
申
塔
、

道
祖
神
と
と
も
に
村
の
入
り
口
に
こ
の
三
種
の
石
仏

が
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
道
祖
神
は
夫
婦
和
合
、
子
宝
祈
願
、

子
孫
繁
栄
の
神
で
、
庚
申
塔
は
一
粒
万
倍
を
祈
る
作

神
で
あ
り
、
こ
の
三
種
の
神
様
は
ム
ラ
に
と
っ
て
繁

栄
・
永
続
性
を
願
う
最
も
大
事
な
神
様
で
し
た
。

梁の上に載せられているのは古い社殿。

●
祭
神

伊
弉
諾
神 

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
　

伊
弉
冉
神

 

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

拝
　
殿

境
内
の
林
の
中
に
は
自
然
石
の
上

に
祠
を
祀
っ
て
い
る
。
犀
川
の
氾

濫
域
で
も
あ
っ
た
の
で
大
き
な
岩

も
様
々
な
素
材
の
も
の
が
あ
る
。

平大岡神社境内には大きな石像物を集めた一角がある。

馬頭観音石仏を戴いた自然岩塊。
礫岩地元では「豆石」と言う。



６
が
電
東
、
り
よ
月
四
年
六
一
〇
二
は
所
電
発
平
◎

K
K

な
に

。
た
し
ま
り

、
ら
か
月
三
年
七
十
二
和
昭
は
」
所
電
発
平
「◎

方
立
〇
三
一

m

の
所
箇
〇
三
内
県
電
東
。
秒
／

。
所
御
制
合
総
諸
小
は
所
電
発

ま
さ
神
天

春風にひるがえる祭礼の幟旗。

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ
　

は
で
ら
な
岡
大
下

話
る
わ
つ
ま
に
川

　

犀川護岸堤防

　

岡
大
下

 

集

く
歩
を
落

  ８

も
し

　
 

か
お
お

「久方橋」は昭和に入って２回流されている。２５年、58年に激甚災害指定。

。
点
接
川
犀
の
岡
大
国
山

所
要
の
通
交
ら
か
く
古

。聖
。
軒
十
は
数
戸
総
の
在
現
の
区
地
」
岡
大
下
「◎

な
い
多
が
落
集
の
い
沿
沢
の
だ
ひ
山
の
と
も
ふ
の
山

で
習
風
活
生
、
け
開
が
落
集
て
し
接
に
川
犀
で
か

護
は
代
現
。
す
で
区
地
い
多
が
り
わ
か
か
の
と
川
も

。
す
ま
い
て
れ
さ
も
ど
な
げ
上
嵩
の

県道石津久方橋線から「ことぶき荘」を望む　

橋
方
久

　

し
ば
た
か
さ
ひ

　
　

  

所
電
発
平
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京
東
（  

）
力
電

K
K

●根越分校の遊び、山の上の大代保（おお
しろほ）神社へ行くか、犀川に下りて水泳を
しながら魚を獲る（鯉）――区長さんの話し

●体育の時間に犀川で水泳　和田先生　小
学５・６年（15 人、19 人）いつも市川久
雄さんが一番先に泳がされた

●代の発電所放水口に急流を泳がされた、
久雄氏溺れ、先生が助け、その時から放水
口での水泳は止めた

漁労　ケイサンド　三角形の網、前
1.5m川の水が濁った時に上流側２～
３ｍで下流に置いたケイサンドに魚を
追い込む。松根の松明で、夜にヤス
で魚を刺してとる（その後カーバイトに）
サケ、マス、コイ、フナ、ウナギ、ウグイ、
オイカワ（ジンケン）、サスリ（アカザ）、
ナマズ、川エビなどを捕獲した。

神
明
大
綱
飯

◎
飯
綱
大
明
神
　
集
落
東
側
の
急
登
し
た
山
の

中
腹
　
周
囲
は
太
い
ヤ
ダ
ケ
。
下
大
岡
の
氏
神

と
し
て
祀
ら
れ
、
信
仰
さ
れ
て
き
た
「
お
飯
綱

様
」「
お
い
づ
な
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

飯
綱
大
明
神 

集
落
を
見
守
る
高
台
に

10



７

度
重
な
る
洪
水
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
が

下
大
岡
に
は
古
い
家
屋
の
面
影
を
残

す
家
も
点
在
す
る
。

巨大なスクリュー

解説版より
　

水
面
は
常
に
一
定
に
し
て
羽
根
の
角
度
を
変
え
る

山
梨
経
由
で
関
東
へ
送
電
し
て
い
ま
す
。

取
水
ゲ
ー
ト　

生
活
ゴ
ミ
二
五
〇
〇
立
方
ｍ

　
　
　
　
　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク―

再
利
用
、

　
　
　
　
　
　

草
木
ゴ
ミ
は
焼
却

震
度
４
以
上
の
地
震
で
は
必
ず
点
検
し
、
長
野

市
や
国
に
報
告
、
コ
ン
ク
リ
の
耐
用
年
数
は
長
い

　

表
面
は
風
化
し
て
も
内
部
は
強
い
水
内
ダ
ム
は

昭
和
十
八
年
操
業
。

　

平
ダ
ム
の
橋
、
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
な
っ
て
い
る
。

　

石
仏 

集
落
を
歩
く

  ８

馬
頭
観
音

下
大
岡
の
石
仏
を
訪
ね
て

子
安
観
音

如
意
輸
観
音

が

度
重
な
る
洪
水
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
が残

下
大
岡
に
は
古
い
家
屋
の
面
影
を
残

く

馬
頭
観
音
川
近
く
の
道
沿
い
に
あ
り

旅
人
の
安
全
を
見
守
っ
た
。

石仏や仏塔、祠型の墓石など、
時代を重ねた信仰の足跡が
大切に保存されている。

供
養
宝
塔

◎
北
側
の
入
口
に
は
大
き
な
「
馬
頭
観
音
」
が
あ

り
ま
す
。
大
岡
の
中
で
は
池
田
の
道
沿
い
に
あ
る
も

の
と
似
て
お
り
、
こ
の
「
下
大
岡
」
が
川
に
よ
っ
て

外
郭
と
接
し
交
通
面
か
ら
も
大
岡
一
村
全
体
の
主
要

な
交
通
出
入
り
口
と
さ
れ
て
い
た
名
残
り
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
堂
屋
敷
」
と
「
酒
屋
敷
」

と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

◎
南
側
の
入
口
に
は
道
祖
神
や
二
十
三
夜
塔

（
月
待
塔
）
馬
頭
観
音
が
あ
り
ま
す
。

◎
山
す
そ
の
一
角
に
子
安
観
音
・
如
意
輪
観
音
、

薬
師
如
来
（
文
字
碑
）　

な
ど
の
石
造
物
群
が
集

中
し
て
い
る
「
堂
の
上
」
の
地
籍
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



８

た
い

　
　

代
集
落
を
歩
く

  

12
　

柿
鋏
集
落
を
歩
く

  

　

か
き　

ば
さ
み

松
代
藩
の
御
林
地

水
利
要
衝
の
地

◎「
大
八
橋
」
周
辺
の
「
代
」
地
区
に
は

大
代
保
（
お
お
し
ろ
ほ
）
神
社
が
あ
り

ま
す
。
名
称
か
ら
「
代
」
の
地
名
は
古
く

か
ら
あ
っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
き
や
さ
ん
（
秋
葉
山
）
と
も
呼
ば

れ
傾
斜
の
き
つ
い
斜
面
に
神
楽
を
上
げ
ま

し
た
。（
今
は
下
に
祭
神
を
移
し
、
下
で

祭
り
を
行
う
）
赤
い
明
神
鳥
居
や
境
内
に

相
撲
の
土
俵
が
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
伝
え

ま
す
。
川
中
島
な
ど
か
ら
も
素
人
力
士
が

や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

◎
ま
た
、代
に
は
「
代
御
林
」「
代
新
御
林
」

が
あ
り
、現
地
業
務
の
直
接
管
理
担
当「
御

林
見
」
が
藩
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
林

大八橋　長瀬と平の間の犀川に架かる橋　
対岸は旧八坂村瀬口（代と平の中間に架けられた橋）

常慶寺仮本堂の祭壇

静
か
な
沢
筋
に
沿
っ
て

◎
根
越
の
南
側
の
沢

筋
の
斜
面
に
は
、
下

部
に
水
田
を
配
し
た

「
柿
鋏
」
の
家
々
が

見
え
て
き
ま
す
。
戸

数
は
現
在
６
軒
。

和
算
家
の
筆
塚

「
丸
山
佐
兵
衛 

翁 

算
塚 

」

「
丸
山
家
創
立
三
代
算
術
二
志
シ
後

二
朋
見
流
ト
称
シ
、（
略
）
弟
子
実

ニ
多
シ
（
略
）
算
術
書
ヲ
作
成
之
門

弟
二
配
リ
（
略
）
嘉
永
元
申
年
七

拾
八
才
ニ
テ
此
ノ
世
ヲ
辞
ス　

昭
和

三
十
九
年
三
月
吉
日　

七
代　

丸

山
定
義
建
之
」
墓
地
に
弘
法
大
師

像
（
昭
和
十
三
年
）

13
　

長
瀬
・
日
向

  

　

な
が　

せ　
　
　
　

ひ
な
た

犀
川
か
ら
山
中
に
至
る

古
道
沿
い
の
集
落

◎「
長
瀬
」
地
区
は
現
在
３
戸
、
犀
川
に
面

し
た
長
い
瀬
か
ら
集
落
名
が
つ
い
た
と
思
わ

れ
る
立
地
で
す
。
長
瀬
組
神
社
は
三
神
を

祀
る
地
区
の
氏
神
で
、（
修
那
羅
山
）

祭
礼
に
は
安
宿
神
社
の
宮
司
が
来
る

風
習
だ
そ
う
で
す
。
地
区
を
歩
く
と

神
社
は
の
下
に
、
沢
、
湧
水
、
井
戸
跡
、

水
車
用
の
石
臼
な
ど
も
見
え
ま
す
。

◎「
日
向
」
地
区
は
現
在
２
戸
。
長
瀬

の
上
部
に
位
置
。
日
向
組
神
社
に
は

二
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
向
前
の

棚
田
は
「
根
越
沖
」（
根
越
下
沖
棚
田
）

と
し
て
「
棚
田
百
選
」
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
き
れ
い
に
草
刈
り
さ
れ
た

畔
に
、
春
に
は
白
い
除
虫
菊
の
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。

◎
長
瀬
を
登
っ
た
山
の
中
に
長
瀬
・
日

向
の
公
民
館
あ
り
、
そ
の
裏
に
、
庚

申
塔(｢

両
組｣)
、
甲
子
塔(｢

両
組｣)

、

道
祖
神(｢

長
瀬
組
中｣)

石
祠
が
あ
り

ま
す
。｢

両
組｣

と
は
長
瀬
・
日
向
の
二

組
で
、
公
民
館
の
前
に
は
昔
往
来
も

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
古
道
が
あ
り
ま
す
。

現
在
こ
の
公
民
館
を
使
う
の
は
年
に

３
回
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。

「書きおきも形見となれや筆の後
我らいづこの裏ににすむとも」

14

筆塚は師の没後に門下子弟が集って建立。
師の人柄が浮かぶ歌が添えられています。

古道沿い、集落の境界に建てられた
堂 と々した道祖神と甲子塔。

相
の
優
れ
た
面
と
川
沿
い
の
運
搬

の
便
も
良
い
立
地
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
火
災
の
復
興
材
に
も
使

わ
れ
た
と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。

常
慶
寺
跡

花
翁
山
常
慶
寺
は
、享
保
八
年
（
一

七
二
三
）
に
中
興
開
山
と
い
う
記

録
が
あ
り
、
以
前
も
っ
と
古
く
に

開
山
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
昭
和
に
入
っ
て
も
火
災
に

遭
い
、
今
は
仮
本
堂
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
境
内
に
宝
塔
の
供
養

塔
や
近
く
の
庚
申
塔
な
ど
も
趣
き

の
あ
る
重
厚
な
も
の
で
、
寺
院
の

名
残
り
を
伝
え
て
い
ま
す
。

旧
境
内
に
常
夜
灯
二
基　
「
元
禄

二
己
巳　

三
界
萬
霊
塔
」（
砂
岩
）

六
地
蔵
・
如
意
輪
観
音
・
五
層
供

養
塔　
「
石　

経　

供
養
塔
」「
宝

永
二
乙
酉　

南
口
」
裏
裏
「
常
寺

　

四
世　

見
龍
立
之
」・
巡
拝
塔

（
百
番
観
音
供
養
塔
）
３
基
。

代
八
橋

庚
申
塔

五
層
供
養
宝
塔

道祖神と甲子塔

算塚
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